
2026 年 3 月 31 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

☆活動場所…大京食品株式会社

☆実施日程…通年

☆利用者数　等…利用者3～5人、支援員1人

＜目的＞
☆提携先の人材不足の解消。

☆利用者の社会復帰への自信に繋げる。

☆障害者の方への理解。

☆社会性が身に付き、作業スキルの向上。

＜成果＞

☆自分で考え、行動する力が付いた。

☆周りの人と協力して作業することが出来た。

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 ワークスタジオ伏見

住　所 京都市伏見区桃山町因幡10番地10

2610982098

河合　麻由美

2025年度電話番号 075-644-7718

☆実施した生産活動・施設外就労の概要
　　かんぴょう・椎茸の検品作業、出荷作業等

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 大京食品株式会社 担当者名 松井様

☆「助かっている。」と感謝の言葉を言って
　もらうことが出来た。

・おかげさまで人手不足を解消することができ、毎日安定して業務を進めることが出来ています。
当初、心配していた出勤率も皆さん投薬などしながらも頑張って取り組んでいただいているので
特に問題ありません。
朝の挨拶も弱々しかった皆さんが今では元気よく挨拶をしていただいて感心しています。
少しずつではありますが、主体的に行動する姿勢を感じられ、今後もその姿勢で取り組んで欲しいと
思います。
・今後の課題としては、利用者さん１人１人のキャリアプランの明確化が必要かと思います。支援員さん以外
との人間関係を作ること、提携先の企業の一員であるという自覚と帰属意識を持つことも必要だと思います。
皆さん、不安なこともたくさんあるかと思いますが、目標を持ち「ひたむき」に頑張って欲しいと思います。
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